
スタディプラス株式会社
都立新宿山吹高校

教育庁 都立学校教育部
現場部局 スタートアップ

通信制の生徒の自学・自習の支援や学習管理ツールなどを導入し、
生徒個々人に寄り添った学習環境を充実させたい！
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通信制高校という性質上、全日制高校に比べて、生徒と対面で関われる頻度が少ないため、生
徒一人ひとり学習状況の把握が難しいことが課題。
全日制高校と同様に教員が多忙な中で、これらの課題を解決しなければならない。

生徒にStudyplusアプリを用いて学習状況を記録しながらレポート作成を進めてもらうことで、生
徒・教員ともに学習進捗・理解度の把握ができるようになる。これにより、教員の生徒に対する理解
が従来より深まる。

通信制高校の生徒一人ひとりの学習記録をデジタル化することで、教員の学習支援の実施頻度
を増やし、より生徒個々人に寄り添った指導を行えるかの検証を行った。具体的には、生徒毎に直
近の学習傾向を分析し表示する機能（声かけアシスト機能）やデジタル配信された進度表の活
用により、教員が生徒の学習進捗や理解度を把握することで、生徒に対する理解が深められるか
を実証前後で比較した。

学習計画と学習記録をデジタル化し、教員がいつでもどこでも生徒の学習状況を把握し、コミュニケ
ーションできるようにする。

● 実施期間内で生徒の学習記録数は2671件、学習記録率は約37%。
● 約83%の教員が今までより生徒理解に役立ちそうだと感じ、個々に寄り添った指導が可

能になることが期待される。
● 学校外の教材の学習記録により、生徒理解が深まったという意見があり、学校外活動を

含めた生徒の学習履歴の可視化にも寄与することが期待される。

＜アンケート結果＞

＜声かけアシスト機能サンプル画面＞

生徒名

※分析結果が生徒ごとに表示されます
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